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錄

自
身
の
館
度
承
認
ず
る
如
ぐ
總
て
の
大
運
動
に

於

て

 

B
o
l
c

s:v
3
k
i

ど
其
行
動
を
同
ふ
し
た6

き
。

一
九
つ

五
年
の
箪
命
は
露
國
に
於
て
社
會
民
主
+
蕤
の
執
拗 

な
る
箪
命
戦
略
を
實
驗
し
之
を
黧
固
に
し
之
を
完
成 

し
且
つ
之
を
'最
も
强
力
な
る
武
器e

爲
し
た
る
も
の 

^

り」

tdo
l
c
s
s
m
e

な
る
語
が
m

f

 

r
i
t
6

の
意
を
表
示
す 

る
も
の
f

ビ
5

S

時
S

畫

菅

於

て
i

,
 

><
•【

3

1

の
意
を
意
味
す
る
も
の
な
ヶ
。BO

I
C

s:v
i
k
i

尤 

極
端
過
激
の
主
_
を
肩
ふ
るR

反
しM

e
n
c
h
6
v
i
k
i

は
比 

較
的
温
和
Q

_

を
懷
抱
.
.す

。
之
を
以
て
世
間
往

 々
B
o
k
h
e
v
i
s
m
a

ど
同
意
味
にM̂

d
m
a
K
s
m
e

な
る
^
を

用
ゆ
る
も
の
あ
ぅ
と
雖
も
此
浞
用
は
偶
-
革
命
社
會
黨
一 

(
S
O
C
I
a
h
s
t
e
s

 

R
e
v
o
l
u
t
i
o
m
a
i
r
e
s
)

を
怒
ら
し
む
る
の
恐.

れ
あ
ち
;

°

如
何
ど
な
れ
ば̂

民

目

^
學
は
露
國
革
今 

社
會
主
_

中
の
過
激
派
.
R

外
な
£

ば
れ
ば
な
：
^

0 (

革
.
 

询
社
會
黨
中
の
此！

派
は
：一
九
，〇
六
年
本
黨
と
分
離
し

■

•

 

. 

~
-
>|
、
.
：
’
.
.
. 
一.：
.
。

-
.
:
. 

- 

_
.
-

第
1

】

1

舉

.
1
1

三
. 

た
り)

'<
0

或
點
妃
於
て
此〗

派
《
2

0

1

<

:

?

|に
H

す 

る
所
な
&
に
非
ず
艺
雖
も
他
に
全
く
反
す
る
も
の
あ 

h
y 

现 
t
 
今
日 
f

 
ほ
.
，

g
a
x
i
m
a
l
i
s
t
e
s

 

ビ̂

*d
r

る
.、
も C

v

 

f
s
r
#

9

會
魚
の
黨
貫
中
に
少
な
が
ら
ずJ
レ
雖
も
彼
0

:̂ 

B
0
1
C

ぼv
i
s
m
e

 

:

に
對
し
て
全
然
反
抗
す
る
も
の
な6
0 

>

、
無
政
府
黨(

L
e
s

 

A
n
a
r
&
i
s
t̂
s
)

 

.

.

.

此
黨
派
は
過
激
派
共
和
政
府
の
起
る
や
頗
る
活
廳
し 

た
6

。
彼
等
は
乂
グ
冲
土
'
ッ
ト
の
權
カ
を
以
て
半
育
產 

階
級
性
ど
爲
し
資
本
家
^
®
協
し
た
る
も
の
と
の
疑
ひ

を
懷
け
り
o

柰

；

|

透

國
_

謹

す

る
も
の
な
る 

が
故
k

讓

麗

畜

i

屋

s

f

M

す
る
こ

と
有
產
階
級
的
_
家
に
對
す
る
ヒ
又
同
じ

S

m
HnhĤ
V

ノ 

•

英

國

右

炭

業

委

馨

，

-

.

へ
.

:

報

吿

の

機

要

；
下

)

：

'
.

■

.

.

堀

::
:

江
：
'

歸
；

-

;

(

.ニ)

ス
マ
ィ
リ
ー
氏

等

の

報

吿(

S

 

勞
働
時
間
ー
紐
縮
に
關
す
る
坑
夫
の
駆
求
は
 

一
0
S
 

間
^

働
ふ
が
如
き
檫
語
の
爲
め
に
、

)

或
る
誤
解
を 

招
き
た
る
が
如
し
と
雜'
も
、
尙

ぼf

般
の
.同
情
を
»
し 

つ
ゝ

ぁ

る
こ
^

を
疑
は
ず
？
:̂
n

!
英
國
の
坑
夫
は
必
中.
. 

し
も
法
律
に
侬
て
八
時
間
勞
働
の
保
障
を
得
た
る
も
の
. 

乙
ず
可
か
ら
す
。
蓋
し
千
九
百
八
年
の
法
律
は
#
.
期
終 

了
の
間
際
に
臨
ん
で
、
上
院
に
於
て
修
正
.
せ
ら
れ
、
同 

院
.
は
，八
睁
間
を
以
て
、
各
班
の
坑
夫
中
、
最
後
の

r

人 

が
地
餍
に
降
る
爲
め
祀
具
降
機
龜
に
入
れ
る
時
ょ
办
" 

地
»

に
©

る
坑
夫
0.
:

鐵
ニ
人
♦か
地
表
上
に
達
し
.た
な
時 

ま
で
^

し
た
る
が
故
に
、
坑
夬
が
坑
內
に©.
り
、
種
 々

の̂

險
.に
齋
ひ
っ
、
勞
働_せ
る
11

$
%
間
は
八
時
間
に
非
ず

しV

、.
却
つ
、て
，八
時
間
半
乃
至
十
時
間
半
の
長
き
に
厨
' 

る
も
の
と
ず
可
し
。
今
坑
夫
は
法#

に
八
時
間
S

あ
る 

を
修
正
し
て
六
時
間̂

し
れ
.
一
一
割
五
分
の
短
縮
を
實
現
、
 

す
る
ミ
共
に
所
得
办
低
落
を
防
ぐ
^
足
る
の
程
度
に
於 

て
、
賃
銀
率
の
上
進
を
期
圖
せ
ん
と
す
。
斯
の
如
く
す 

れ
ば
卞
坑
夫
の
坑
內
に®

る
時
間
が
八f

.

間
以
上
に
上 

る

が

如

絕

無

と

爲

知

、
年
均
七
時
間
內
外
ミ
爲
リ
" 

地
表
上
^
於
け
る
勞
働
者
の
勞
働
時
間
亦
之
れ
に
伴
つ 

て
プ
減
縮
せ
ら
る
、
に'至
る
对
し
。
、
 

;

命
ゃ
吾
人
は
各
種
の
：產*

を
通
：じ
て
、
勞
働
時
間
の 

減
少
す
る
，事
實
に
換
し"
つ
、
あ
&

。
機
械
工
業
#

 

船
事
業
ド
於
て
r 

l

«

g

+七
時
_

制
度
の
實
行
せ
ら 

れ
た
：る

.

が
如
き
、
又.
：

g
j
©

產
業
に
.
於
て
、

一
迴
四
十
時 

間
制
度
0

誘
導
せ
ら
れ
.た
务
垆
如
き
、
何
れ
も
此
適
例 

S

す
可
く
、
一
 

方
に
炭
坑
業̂

密
接
の
關
係
ぁ6

、
又
時 

fc

同
一
企
業
の
下
に
於
て
經
營
せ
ら
る
、
製
鐵
製
鋼
業 

者
か
策
働
遨
の
希
蕻
を
容
れ
で
、
勞
働
時
間
に
三
割
三

鄉
中
四
能(

四
ニ
诉，)

第

三

魏

i 

5

1
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四
5

(
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雜
•

錄

W

國

鬉

蒙
I

馨

i

s

 

ー
ニ
西

■

I

f
 

1|

|

擊

ら
は
S

の
勞
働
の
营
痛
臉
に
し
て
、
又I

?

就
て
-、
確
S

る
調
f

存
す
る
も
の
な|

ぢ

”

 

U

に
想
I

会

、
賽
上
の
七
時
間
勞
働
、
坑

內

勞

働

時

間

の

減
I

賃

S

少
を
f

も
？

？

す

る

書

i

寒

、
f

 

m

 

s

i

關
“

n/
!

u

す
¥

|

さ
る
も
？

斷
定
せf

可

一

て

、t

:

れ
f

調
査
.

I

れ
ぱ
、
勞
働
時
間
の
減
縮 

思
ふ
に
特
殊
のI

に

證

す

，る
危
險
の
大ン
は
其
比
例
以
上
に
、
.災
厄I

少
す
る
I

f

事
囊 

ァ
る
お
夫
の
勞
働
時
間
を
藤
す
る
は
、
-

勞

働

の

着

讓

か

す

可
t

f

 

I

f

。
果
し
て
然
ら
ばt
 

に
於
て
當
然
'な

る

の

み

な

喜

、
麗

全

體
R

有

利

な

夫

の

鑛

時

間

短

縮1

夫

貨

厄

を
|

す
機
^

^

る

雙
i

て

減

ず

る
1

$

^

く
、，
叢
の
事
實
に
據
れ
ば
、
坑 

至

十

七

萬

六

千

人

の
5

1

蕾

 

一I

屋

上

の

治
f

必
要
f

令
r

l

は

の

千

署

乃
_

七

百

人

は

る
I

を
蒙
れ
ど
も
時
間
の
親
縮
は
平
均a

年
に
一
囘 

t

死
の
逆
命
を
#

力
t

ず
。
.
是
れ
坑
夫
の
職
業
が
悔
員
、
一
ビ
す
：る
を
#

べ
し
。

.

I

の
i

，

-

I

I

間
の
I

は
I

s

如

雷

る

影

”

l

_

s

I;
!

t l
1

1

1

1

て
、

.
死
I

I

I

 

一
 

®

 

一i

畫

童

I

s

l

、

&

も
、
是
等
の
計
算
は
何
れ
も
生
產
，
0

方
式
幷
R

機 

械
のI

M

備
を
從
前
の
懺
ど
し
允
る
も
の
な
る
が
故
に
、 

.
信
用
す
る
能
は
ず.。
鑛

山
-̂

瞥
長
官
サ
ー
、.：：
タ
チ
：
ヤ

'

I

, 

ド
，

レ
ツ
ド
メ
ー
ン
は
委
員
會R

於
け
る
，證
言
中
？
產 

出
高
の
減
タ
が
必
す
勞
働
時
間
の
減
«
に
比
例
す
可
し 

ど
云
ふ
、の
觀
察
を
拒
否
し
、
：
勞
働
時
間
の
減
縮
せ
ら
る 

る
劍
合
が
坑
夫
側
の
主
張
す
る
が
如C

、
ニ
割
四
分
三 

厘
な
る
?

に
は
、
產
出
高
の
減
少
は
ー
割
九
分
に
北 

ま
る
可
し
S

し
た
b

。
而
し
て̂

1

、
ジ
チ
ヤ 
'

1
,K

、
レ 

ツ
ド
メ
ー
ン
が一

割
九
分
の
減
少
を
產
出
高
に
見
る
可 

し
^

云
べ
る
は
、
目
前
の
結
果
に
し
て
？
或
る
時
期
を 

M

ず
る
ど
き
は
、
廊
々
の
事
情
^
依
て
ク
生
產
の
增 

進
0

難
か
ら
ざ
る
こS

を
確
信
す
る
も
の
な
り
。
今
其 

生
產
を
增
進
ず
る
事
情
を
列
擧
ず
れ
ば
左
の
如
し
。

(

一)

最
も
有
能
な
る
坑
夫
を
兵
役
に
召
集
せ
ら
れ
" 

X

戦
時
の
鴆
ボ
、
木
材
、
-
敕
道
、
枕
未
等
の
供
紛
不
足 

に
，
依

で

、
，
麻

山

の

設

備

を

不

’良

な

ら

し

め

た

る

爲

に

'

生
じ
^

る
技
術
的
能
率
の
缺
陷
を
塡
補
す
を
こ
ビ
。

(
1
1
)

仕

事
..
©

斷
續
^

る
弊
を
防
_ぎ
私
有
の
货
摩*

整
.

理
し
、.
石
褒
の
：貯
藏
法
を
改
良
す
る
こ
气 

.

(

三)

任
意
の
缺
働
'を
鋪
限
す
るi

ヒ
。
勞
働
時
間
の 

.

短
縮
は
自
ら
此
効
果
を
齋
ず
を
猾
べ
し
。

(

四)

機
械
力
の
牽
引
機
に
依b

、
坑
內
勞
働
者
の
坑

の
內
外
k

於
け
る
'
運
輸
を
便
ず
る
こ
ビ。

'

(

五)

今
日
.
以
上
に
石
炭
め
：運
羅
に
坑
夫
の
坑
内
に

於

け

る

昇

降

に

機

械

を

，利

用

す

る

こ

，ミ

。

(

六)

勞

働

時

間

の

短
.縮

は

坑

夫

の
S'

廳
幷
に
安
全
を
：

僧
進
す
る
■
乙
ビ
。

是
等
.以
外
に
據
夫
の
蓮
動
を1

す
る
入
±

0

明
謂 

す
る
如
く
、
f

の
要
求̂

し
て
承
！|
«

ら
れ
ん
か
，
 

坑
夫
の
i

に
薪
糠
f

 

.與
ふ
可
く
、
斯
く
て
サ
ー
、 

リ
チ
ヤ
ー
ド
、

レ
ツ
ド
メ
ー
ン
の
所
謂

「

坑
夫
の
樂
天 

主
_

」

-

な
る
も
の
は
、
九
，時
間
勞
働
の
時
代
に
於
け
る 

?

同
-
じ
く
、
七
時
間
勞f

時
代
に
於
て
、
能
く
之
を.

第

，十-四
傲

、
、

ぺ
ぃ
四

？
.

f l ■

tし錄

]； ，:英  
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“，‘、淡 ,
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| 1

f ;.、截
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. 

— 
i
 
fs!
 
r
 
-
 

■l,»
:'
:-
'l
.
:»•
, 

. 

.I!

.



一' 

,

;

.

.
'
学

琴-
^
- s

^

:
 

a

 

V

#

 

 ̂

s

i

s

^

i

^

^

 

:

:

;

.
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:

r

.

.

.

い

雪

，
-

1

3
、

n
l f

p
l'
t

l l
l l
r l
| 1

謹

? 1

ロ

で マ マ .ス”，

,
と
す
る
も
、
改
&
せ
ら
れ
た
る
方
式
の
賞
行
に
依
て
、 

恢
復
す
る
は
論
を
俟
？

、

-

唯
其
恢
復
の
麗
如
可
ュ 

今
日
之
を
語
る
能
は
ざ
る
な
み
？

委
員
會
の
質
問y

應
じ
て
、
產
出
高
に
大
な
る
減
少 

を
來
す
可̂

‘

^

を
瞪
言
し
た
る
人
士
の
內R

ま
、
千 

九
西
八
牟
^
於
て
名
時
間
鱗
縮
の
爲
め
に
產
出
高
に
一 

御
乃
至
一
割
一
分
又
は
八̂

乃
至
九
分
の
_

タ
|

く 

可
&
こ
/>

を
■
言
し
た
b

o

.
然
る
k

之
を
事
實
に
徵
す 

る
に
、
千
九̂

八
年
ょ
&
千
九
西
十
三
年
に
至
る
間
產 

出
高
は
著
し
ぐ
增
加
し
、
殊
に
皁
ぐ
七
時
亂
制
を
採
用
，
 

し
/
a

る「

ダ
ー
ラ
A
 J

地
方
の
產
出
高
は
超
過
時
間
を
認 

め
ぬ
る
他
地
方
の
產
出
高
を
超
過
し
た
ぅ
。
即

ち
ダ

！
 

ラ
ム
炭
坑
主
紐
合
を
代
表
し
た
る
ナ
ミ
ユ
ー
ル
、

へ
ー 

:

ャ
氏
は
同
地
方
の
炭
坑
業
が
最
も
能
く
短
時
間
勞
働
の
.
. 

經
濟
的
狀
浞
ビ
適
合
し
た
，る
こS

を
說
明
し
、
ダI

ラ

.

. 

.... 

...r
 

•
• 

• 

J 

- 

- 

- 

J 

« 

.

ノ
. 

•
ノ
 
JJ

を
存
せ
ざ
を
こ
マJ

を
.示
ず
や
否
や
の
質
間
に
對
し
てS 

「

ダ
f

ラ
ム
の
經
驗
を
以
て
す
る̂

き
は
、
旣
往
の
長 

時
間
勞
働
制
に«

歸
す
る
.を
不
利
な
.
ゥ
と
認
む」

る
如J

^

ど
を
答
辯
'
し
た
力
。
M

に
之
を
合
衆
國
に
於
け
る
事
例 

:

R

.
徵
す
名
1:

、
炭
坑
業
に
於
て
、
前
年
勞
働
時
間
を
十 

仔
間
ょ
汶
八
時
間
に
短
縮
す
る
：や
、
十
時
間
當
時
の
t

 

高
產
出
高
ょ
み
も
、
吏
釔
多
量0-
«
出
高
を
一
個
の
坑 

夫
に
之
を
期
す
る
を
得
た.
.

C
V
O
:

隨
T

高
等
法
院
の
產
業 

麵
員
は
千
九
百
ニ.
年
の
：最
終
報®,
第
一|

卷
に
於
て「

衆 

ぉ
業
に
於
て
は
、
親
時
間0

勞

働

；が

却

て

勞

働

著

幷

に 

經
營
の
能
率
を
增
進
し
た
る
こ.と」

を
明
言
し
た
b

o

果
し
て
然
ら
ば
今
、
英
國K

於
て
新
に
九
時
間
ょb

七

防
間
に
.

一

日
の
勞
働
時
間
を
減
縮
す
る
評
叢
を
實
行
し

た
る
場
W

R

、
合
衆
.國
k

於
,̂

る

と

馨

、
勞
働
者
寸

に
經
營
の
能
率̂

增
進
を
告
ぐ
可
き
は
之
を
疑
う
能
は
，
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.；る
な
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R

勞
働
時
間
短
縮
の
結
果
、
坑

夫

1

人
の
平
均
產
ぁ
る
や
の
事
實
に
就1:
、：
國
民
が
注
意
せ
ざ
る
こ
ビ
を 

出
高
に
咸
少
を
來
す
と
す
る
も
、
..
;

產
業
界
に
於
け
る
業
悲
む
も
の
な
り
。
蓋
し
坑
夫
の
生
活
程
度
の
劣
等
な
る

務
土
の
狀
況
に
し
て
復
舊
す
る
以
士
は
、英
國
全
® .

の 

右
炭
產
出
高
に
減
少
を
及
ぼ
す
も
の
€
考
ふ
る
能
は
す 

蓋
し
產
業
*

0

戰
淨
の
影
響
を
免
か
る
、€
同
時
^
、 

炭
坑
に
職
業
を
求
む
る
者
の
數
の
增
加
す
る
.
は
、
.當
然 

の
勢
に
し
て
、
而
し
て
此
事
た
る
、
國
民
全
體
に
有
利 

な
る
の
み
な
ら
ず
、
同
诗
に
今
日
失
業
恵
與
金
と
し
て 

每
週
W

萬
破
以
上
の
金
額
を
支
挪
ぅ
の
點
ょ
り
云
ふ
ミ 

き
は
、
國
庫
に
取
つ
て
も
、
大
な
る
利
益
あ

b
v
j

す
可 

し
。
斯
く
て
吾
人
は
ー
方
亿
機
械
的
設
備
の
應
⑶
、
勞 

働
組
織
の
改
善w

相
俟
っ
て
、
勞
働
考：

の
供
給
を
增
加- 

す
る
爲
め
に
、
石
炭
の
總
產
出
高
は
決
し
て
減
少
せ
ず 

寧
ろ
增
加
し
て
、
輸
出
質
易
に
有
利'な

‘

影

響

を

及

ぼ
乙
七
は1

方
に
炭
礦
業
«

煎
大
な
る
刺
益
を
與
へ
つ， 

あ
る
の
所
以
た
り
。
即
ち
彼
等
の
收
む
る
利
益
の
大
な 

る 

一
W

に
於
て
、
坑
夫
が
撒
械
的
設
備
の
不
足
を
忍
び 

つ
、
1

勞
働
に
堪
へ
來
れ4

は
、
爭
ぅ
可
か
ら
ざ
る
事 

實
に
し
て
、
而
し
て
炭
礦
業
者
が
機
滅
的
設
備
を
怠
れ 

る
は
、
各
自
の
經
營
の
分
立
せる
こ
.
e
を
以
て
、
其
重 

な
る
原
因
ど
す
可
し
。
斯
く
炭
礦
業
考
が
麥
年
に
百
¥

 

て
、
分
立
的
經
營
法
を
持
續
し
、
何
等
意
祀
介
す
る
，所 

な
か
&
し
に
就
1:
.

は
、
观
々
の
原
因
あ
る
可
し
ビ
雖
も 

其
®

因
の
重
な
る
も
の
は
、
斯
る
.不
良
の
組
織
を
以
て 

し
て
、
一
方
に
低
廉
'な
る
賃
龈
率
の
下
^
、
坑
夫
の
勞 

'

働

カ

を

驅

傲

す

る

を

得

た

る

-©
一
 

事
に
外
な
ら
す
。
，
即 

ち

從

來

菩

人

ば

經

濟

的

健

康

：に

比

較

じ

て

，
餘
b

te

低

す

も

の

^
す

可

き

な

p 
o

咎

人

は

今

H：

坑

夫

の

生

活

標
®

の
甚
だ
し
く
劣
等
な
廉
に

「

勞
働
を
評
僧
し
相
る

;̂

の
€
云
ふ
可
く
ァ
今
日 

る
が
爲
め
R

如
何
な
る
損
失
を
國
全
體
忙
與
へ.つ
、

こ
そ
湖
る
弊
害
七

一

‘

掃
す
る
に
、
適
當
の
時
機
に
し
て 

-
第
十
四
氣
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雜

ノ
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貧
國
苏
炭
駿
婺
蕃
馨0
概
袈 
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第
芑
挪 

一
二
七
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i

r

て

而
し
ft
:

其
方
法
は
坑
夫
の•
勞
働
^,

間
幷
t

卿

を

崖

し

泰

公
I

の
處
@

?

5

ざ

る

可

い

春

。

TT̂ "?r*-».

W M

' W

の
有̂

な

る

組

織

の

下

に

、
-
始

め

て

'

支

持

せ

ら

る
>を 

得

る

程

度

に

置

く

の

一

事

に

外

な

ら

H

る
.

な

办

。

或
は
坑
夫
の
狀
泥
の
改
善
は
希
蠻
す
可
&
所
に
栩
違 

■

な
ぐ
、採
炭
量
も
亦
坑
夫
の
增
加R

依
て
、
戰
爭
前
.の
程 

度
に
復
す
る
乙.
^

あ
■ゲ
ヒ
ず
る
も、
^

s

l̂-
^

a

^

^

'ff
.
. 

炭
の
代
價
に
.大
次
る91
上
を
爲
さ
父
れ
ぱ
、へ
勢
動
時
間 

:0
0

&

ょ

り

生

ず

る

費

用

に

當

り

雛

ぐ

へ

英

國

の

•
輸

出 

貿
易
、
製
繼
幷
に
消
費
者
に
不
良
の
影
響
を
及
ぼ
す 

に
至
る
こ
S

を
®'

る
S

者
あ
办
。
然
れ
ど
，も
阬
夫
の
生 

活
標
準
に
於
け
る
改
善
が
產
業
其
も0:
>
能
率
を
維
持 

し
、
又
國
民
全
體
の
利
益
を
滑
進
す
る
に
必
©

な
|

 

.

.ぜ
ん
力
、一

時
代
價
に
猶
貴
を
惹
起
す
の
事
翁
を
以
て 

改
善
に
對
す
る
絕
對
的
反
對
論
と
す
る
能
は
沪
。
.
a

つ 

勞
働
時
間
が
他
の
產
業
に
於
て
短
縮^

れ
、
又
生
活
の. 

德
4-
?

カ

社

會

の

他

の

方

面

に

於

て

引

上

げ

'?
>
.
れ

た

る

場 

合
に
之
"に
應
ず
る
改
良
を
炭
坑
夫
に
拒
否
す
る
は
甚
だ

勞

/»
時

間

の

短

縮

が

必

中

石

炭

の

代

價

を

騰

貴

す

る
 

fc

至

ら

し

む

可

し
S

云
ふ
說
は
、
產
業
の
现
狀
の
®
續 

す
る
こ
€

を
根
據
と
し
た
る
も
の
な
れ
ど
も
、
此1
^

 

は
疋
當
な
6

^

云
ふ
能
：は
ず
。：
現
に
最
近
蘇
格
蘭
に
於 

け

る

f

炭
礦
會
社
の
當
局*

は
株
.主
^

^

會
社
妒
#
の 

如
ぐ
繁
昌
を
極
め
つ
、
あ
る
場
合
に
、
何
故
に
被
^
者 

を
«

遇
せ
ざ
.
る
,̂
'

の

質

問

を

受

け

、

之

に

：答

へ

c
 T

®

 

人
は
炭
坑
主
組
合
の一

員
^

し
て
、.
隨
て
他
0

»

#

吐 

に
對
し
て
,

忠
實
に
.
行
胁
.せ
ざ
る
可
か
&

ず
、
他
み
W 

會
紙
が
良
好
なS-
賃
銀
を
支
拂
ぅ
を
得
ざ
る
場
合
にy 

吾
人
獨
t

賃
銀
を
上
*

す
る
を
得
ん
や」

と
云
へ
り
双

て
炭
坑
主
に
賃
銀
引
上
を
.許
す
の
餘
裕
あ
る
こ
e

を.
S

 

る
可
，3

0

八

英
國
に
於
て
、
坑
夫
の
勞
働
條
件
を
饞
良
に
し
、
殊 

K

彼
等
の
勢
働
時
間
を
短
縮
す
る
に
當&

ヽ
炭
i

に
瞵 

貴
を
來
§
t

.
•し
て， -
.其
.目
的
を
達
*

んw

す

る

ド

«
人
ン
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炭
坑
の
所
有
幷
に
經
營
の
狀
態
を
統
喊
し
_

加
ふ
るU

 

S

炭
の
配
給
を
最
も
經
濟
的
の.基
礎a

•
置
く
を
必
要
芯. 

す
る
は
勿
論
に
し
て’

現
に
ナ
ー
、
タ.
ッ
チ
：ャ
ー
;>
"

、
.

レ
.
ッ
ド
メ
ィ
ン
の
如
き
、
炭
坑
の
補
人
所
有
制
度
は
炭 

坑
業
全
體
の
見
地
に
就$

云
ふ
^

、
國
民
的
見
地
ょk

. 

.

見
る
も
、

' 

冗
費
の
大
な
る
を
免
か
作
ざ
る
こ
ど
を
明
言 

し
允
ぅ
？
而
し
て
上
記
の
如
き
統

1

を
炭
坑
業
に
實
現 

t:

る
に
は
、.
國

有

制

度

に

依

る

の

外

、

他

に

敗

の

存

す

.： 

.

る
を
知
ら
ざ
る
なi

。
思
ふ
に
輿
論
は
國
民
的
ト
ラ
ヌ.
 

ト

を
設
け
て
、
炭
坑
の
經
營
を
託
す
る
が
如
S

制
度
に 

對
し
て
は
、
如
何̂

暴
利
を
取
締
為
の
道
ぁ
り
？
又
消 

費
遨
の
利
益
を
保
讓
す
る
の
便*'b

v
j

す
る
も
、
之
を 

承
認
せ
ざ
る
，可
く
、
抗
主
ビ
坑
夫
ぬ
の
共
有
制
度
の
如 

き
、
亦
然
る
も
の
ぁ6

ん
。

公

衆

.の

利

益

を

保

議

す

る 

の
見
地
ょ
i

K

は
ん
か
，
石
炭St
#

官
眯
此
以
上
.に
爲 

す
所
な
か
る
可
が
ら
す
。
戰
時
石
聚
盤
督
官
が
炭
價
の 

暴
騰
す
る
勢
を
抑
制
し“
て
、「

家
庭
扠
於
け
る
消
®
に
對

し
て
蜞
勿̂

®

分
#

M

s
ft

於
け
る
費
用
f

約
^
資 

し
た
：り
..
-0

然
本
資
本
家
の
资
業fc
對
D

v

>
官
僚
的
監 

瞥
釔
加
ふ
奋
の
ー
方
法
は

«

結
躲
に
於
て
、
生
產
袞
に
も 

消

費

者

に

：も

不

滿

足

®

，名
.
を
免
れ
ざ
る
の~
み
沈
:'
&

中
、 

國

有

制

度

^
異

な

办

勻

礦

山

に

於

枕

芩

勞

働

の

保

安

を 

改
{

!

^

:る

に

寶

す

备

：

^

女
;'
0
.:

玆
に
於
て
が
菩
人
は
現, 

行
0.

個
人
所
有
制
度
努
不
可
ば;!
>

:
と
す
る
以
上
は
、
之 

に
代
な̂

P

の
V

;
國
#

制
度
.以
外
に
存
せ
ざ
る
こ
.
$^-
斷 

m

せ
ん
.

^

す
。

:

.
ン

.
，

.

.

,'
.
 

‘

V
—

.

0

國

家

觀

：(

下)

：
.

::
.

.

‘
:

加

.

田

，
忠

臣

■
翁

穴

：

.

.

.

.

.'
 

:

:

'

ギ
ル
ド
社
龠
主_

の
.
國
象
|1
1

は
其
^
淑
を
マ
ル
ク
ス

銷

十

麗

(

S

S

,)


